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熱
い
期
待
を
一
心
に
集
め
て

い
た
温
泉
。
昨
年
日
月
8
日
、

旧
国
鉄
美
利
河
駅
裏
側
で
温
泉

ポ
ー
リ
ン
グ
を
開
始
。
2
月
日

日
で
予
定
の
千
メ
ー
ト
ル
を
掘

削
し
た
が
、
低
温
、
自
噴
に
至

ら
な
か
っ
た
。
更
に
、

3
月
お

日
ま
で
工
期
を
延
長
。

2
百
メ

ー
ト
ル
を
追
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
熱
が

ω度
に

達
し
、
千
メ
ー
ト
ル
地
点
の
水

脈
を
洗
浄
。
地
下
水
を
落
下
ア

y
プ
。
地
上
温
度

ω度
、
毎
分

2
5
0
リ
y
ト
ル
の
温
泉
水
が

供
給
が
で
き
る
。
が
、
温
度
が
低

い
の
で
、
り
度
ほ
ど
の
熱
量
が

必
要
で
あ
る
。

1
、
2
0
0
メ
ー

ト
ル
地
点
に
少
量
の
温
泉
水
が

あ
る
の
で
こ
の
洗
浄
を
行
い
、

温
度
ア
y
プ
を
検
討
中
で
あ
る
。

現
段
階
で
の
温
泉
成
分
は
、

塩
分
明
磐
泉
で
多
少
濁
り
が
あ

る
。
今
、
テ
ス
ト
的
に
汲
み
上

げ
て
い
る
温
泉
水
が
大
浴
槽
か

社日
年
に
町
か
ら
諮
問
を
受
け

て
い
た
社
会
教
育
委
員
は
、
今

日
ま
で
、
会
続
開
催
れ
園
、
研

修
視
察
3
園、

4
市
凶
町
を
訪

れ
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

臼

年
に
中
問
答
申
を
提
出
し
て
い

る
が
、

4
月
8
日
最
終
答
申
を

教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
.

明日の苦言盆を緩る

乙ん際会

五ヵ年の集積を

報告

私
に
と
っ
て
「
い
い

町
と
は、

夢
の
あ
る
町
と
は
」
を
テ
ー

マ
に
青
年
会
識
が
主
催
。

ω、日、

臼
年
度
の
三
ヵ
年
に
わ
た
り
、

小
中
学
生
、
婦
人
、
高
齢
者
、

青
年
が
こ
ん
談
。
そ
の
集
約
結

果
が
三
月
に
報
告
が
あ
っ
た
.

ら
あ
ふ
れ
出
て
お
り
毎
日
訪
れ
る
人

も
多
い
と
の
こ
と
.

オ
1
7
l
パ
l
ク
ピ
リ
カ
」
と
水
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
ゾ

I
ン

湧
出
し
た
温

泉
を
利
用
し
た
宿
泊
地
設
、
日
帰
り

客
の
た
め
の
休
憩
施
設
、
美
利
河
地

区
一
輔
の
自
然
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
博
物
館
等
を

一
体
化
し
た

す
る
.

歴
史
文
化
ゾ
l
ン

砂
金
据
選
別

跡
地
を
復
元
し
、
砂
金
掘
り
の
体
験

の
で
き
る
施
設
を
中
心
と
し
て
園
地

整
備
を
行
う
。
海
中
町
復
元
模
型
等

を
展
示
し
た
「
遺
跡
内
森
」
を
盤
備

す
る
。

修
景
ゾ

l
ン

防
風
・
防
霧
機
能

を
持
た
せ
た
緑
地

帯
を
湖
畔
に
位
置
、

桜
等
の
並
木
道
を

造
り
、
休
憩
地
設

を
整
備
す
る
。
英

利
河
の
集
落
を
生

垣
、
街
路
樹
等
で

積
極
的
に
緑
化
し
、

う
る
お
い
あ
る
街

並
み
づ
く
り
を
目

指
す
。ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン

各
種
グ
ラ
ン
ド
、
コ

l
ト
、
広

場
、
駐
車
場
等
の
施
設
を
整
備
す
る
。

ダ
ム
堤
体
内
直
下
と
な
る
た
め
、
構

造
物
の
圧
迫
感
や
威
圧
感
を
和
ら
げ

る
よ
う
植
栽
等
で
修
景
を
施
す
。

渓
流
ゾ
l
ン

キ

ャ
ン
プ
場
、
林

間
学
校
の
た
め
に
必
要
な
施
設
を
中

心
に
、
林
内
の
遊
び
場
や
川
遊
び
場

度へ
]
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現在、毎分2501が湧出しているぴ
りが温泉現場

ぴ

観晶、
光地
開域
発

ま構
と想
ま
る

美
利
河
多
目
的
ダ
ム
周
辺
町
盤
備

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、

4
月

日
日
最
終
検
討
会
が
も
た
れ
、
一
応

の
方
向
づ
け
が
さ
れ
た
。
仮
称
「
ウ

• • 
こ
れ
を
受
け
て
教
育
委
貝
会
は
、

内
容
を
検
討
し
て
町
長
に
提
出
す
る

建
設
を
す
る
。
そ
の
周
辺
に
は
散
策
路

や
遊
園
地
、
釣
り
堀
、
養
魚
場
、
加

工
場
等
の
地
設
を
効
率
艶
備
す
る
.

ス
キ

1
ゾ
ー
ン

国
有
林
を
利
用

し
て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
気

軽
に
ス
キ
ー
を
楽
し
め
る
ゲ
レ
ン
デ

を
整
備
す
る
。
夏
場
の
利
用
に
は
、

草
花
が
咲
き
乱
れ
る
花
の
丘
を
造
成

と
に
し
て
い
る
。

主
な
内
容
は
、
「
必
要
施
般
」
を
、

一一
館

ン
物

凶
博

文「」

答申告提出する中野委員長。
受ける本間教育委員長

主
な
内
容
は
、

H
H

青
年
団
体
活
動

を
ど
う
思
う
か
M
H
e

に
。
産
業
ま
つ
り

に
つ
い
て
小
中
学
生
は
、
子
供
と
一

緒
に
遊
べ
る
も
の
が
ほ
し
い
。
婦
人

か
ら
、
参
加
者
が
毎
年
閉
じ
、
変
化

が
な
い
。
や
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

「
ー
ー
働

く

場

所

「
a
l
l
-
-
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
訴
え

し
や
す
く
冷
め
や
す
い
。
人
情
が
厚

い
。
自
然
が
豊
か
で
あ
る
。
パ
ス
転

換
は
将
来
的
に
不
安
。
青
年
内
働
〈

場
が
ほ
し
い
。
高
齢
者
か
ら
、
昔
は

「
楽
の
種
」
で
苦
労
し
た
。
今
円
多
く

の
人
は
楽
ば
か
り
を
求
め
て
い
る
.

ら
な
い
。

雪
ま
つ
り
に
つ
い
て
婦
人
か
ら
、

大
人
が
も
っ
と
楽
し
め
る
企
画
が
ほ

し
い
。
秋
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
か
ら
、
部
落
の
ま
つ
り
と
一
緒

に
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
.
と
あ

る。up
我
が
町
を
ど
う
思
、
っ
か
M
H

小
中
学

生
か
ら
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ソ
ネ
が
い
る

所
。
ス
キ
l
場
に
温
泉
を
利
用
し
た

ペ
ン
シ
ョ
ン
が
ほ
し
い
.
婦
人
は
子

供
た
ち
が
遊
べ
る
所
が
ほ
し
い
。
熱

• • 
①
文
化
セ
ン
タ
ー
、
②
博
物
館
、
③

図
魯
館
、
⑥
郷
土
芸
能

(伝
習
)
練

習
場
、
⑤
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
提
案
し
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
施
l

|
文
化
活
動

の
場
、
芸
術
芸
能
活
動
の
場
、
研
修

の
場
、
集
会
的
場
、
憩
い
の
場
を
備

え
た
多
目
的
施
設
の
設
置
。

場
所
は
、
中

心
的
集
会
的
役
割
を

泉
た
し
え
る
市
街
地
.
総
合
体
育
館

に
隣
接
。
規
模
は
、
町
全
体
の
小
中

学
生
が
一
同
に
集
合
、
千
人
が
入
場

可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
土
地
改

良
区
、
森
林
組
合
、
商
工
会
、
専
問

庖
会
、
農
民
連
盟
、
技
能
者
協
会
事

町
花
チ
ュ
ウ
リ
ソ
プ
が
見
あ
た
ら
な

い
.
な
ど
を
上
げ
て
い
る
.
更
に

は、

M
H

嫌
い
な
と
こ
ろ
庁
婦
人
か
ら
、

ま
と
ま
り
が
な
い
。
看
護
婦
さ
ん
も

役
場
内
奥
さ
ん
が
多
い
。
町
看
穫
婦
、

役
場
農
協
の
女
の
人
の
愛
想
が
悪

い
.
職
場
が
な
い
。
協
力
性
が
な
い
.

パ
ワ
ー
が
な
い
。
ゴ
ミ
の
有
料
化
に

伴
い
町
中
に
ゴ
ミ
が
多
い
。

M
H

町
に
要
望
す
る
こ
と
M

小
学
生

か
ら
、
海
牛
博
物
館
や
ス
キ
ー
場、

レ
ク
施
設
が
盤
偏
さ
れ
る
と
、
観
光

客
の
入
込
み
と
就
労
町
場
が
増
え
る
。

婦
人
か
ら
、
働
く
場
所
が
ほ
し
い
。

物
価
が
寓
い
。
町
内
魅
力
づ
け
が
な

等
の
施
設
を
周
囲
の
自
然
環
境

と
調
和
さ
せ
な
が
ら
整
備
す
る
。

湖
面
ゾ

l
ン

ポ
l
ト
乗
り

場
を
中
心
に
、
湖
水
釣
り
場
等

を
整
備
し
湖
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
拠
点
と
な
る
よ
う
各
樋
施

設
を
整
備
す
る
a

特
に
、
施
設

整
備
は
行
わ
な
い
が
活
動
種
別

内
エ
リ
ア
を
設
定
し
利
用
区
分

を
明
確
に
す
る
。

湖
岸
ゾ

l
ン

湖
岸
を
一
周

す
る
形
で
車
道
と
は
分
離
し
た

歩
行
者
、
自
転
車
専
用
道
を
整

備
し
、
ダ
ム
湖
町
展
望
の
良
い

地
点
に
展
望
台
、
ト
イ
レ
、
ベ

ン
チ
等
を
備
え
た
数
箇
所
内
休

憩
地
を
盤
備
す
る
。

以
上
向
概
要
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
温
泉
を
結
び
あ
っ
た
緑
地

内
整
備
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

実
施
年
度
は
、
印
刷
年
度
か
ら
着

工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

& 
務
所
、
地
区
労
事
務
所
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
を
包
含
し
た
施
設
。

博
物
館
施
設
l
|
体
験
学
習

の
場
、
海
牛
レ
プ
リ
カ
の
展
示

活
用
、
石
器
づ
く
り
の
体
験
。

単
独
施
設
で
な
く
、
美
利
河
開

発
と
連
携
を
も
っ
た
施
設
.
建

設
場
所
は
、
遺
跡
出
土
地
、
美

利
河
を
提
案
。

建
設
年
度
を
邸
年
と
、
早
期

着
工
を
提
案
。
施
設
全
般
に
わ

た
り
、
運
営
、
経
費
の
合
理
化

を
図
る
た
め
に
合
同
庁
舎
の
建

設
、
連
動
で
き
る
施
設
づ
く
り

を
強
く
答
申
し
て
い
る
。

い
の
で
引
き
つ
け
る
も
の
が
ほ

し
い
.
公
衆
便
所
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。
若
い
人
が
残
れ
る
職

場
を
。
文
化
セ
ン
タ
ー
や
資
料

館
内
建
設
を
。
町
の
歴
史
を
知

っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
る
こ

と
、
郷
土
愛
に
も
つ
な
が
る
。

萩
野
時
子
き
ん

の
碑
を
建
て
て

ほ
し
い
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。
腐
用
は
、

町
退
職
者
の
使
用
は
せ
ず
若
い

人
を
使
う
べ
き
だ
。

な
ど
の
意
見
が
あ
る
。
特
に

働
く
場
内
確
保
に
つ
い
て
は
強

〈
訴
、
え
て
い
る
。
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光の里学園増築落成式

亡;江主コ

装いも新たになった光の皇学園
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LfiELLさん退任」

飯
田
さ
ん
は
、
昭
和
凶
年
函
館
地

方
裁
判
所
勤
務
で
始
ま
る
。
お
年
に

町
吏
員
と
な
り
、
幻
年
農
業
委
貝
会

事
務
局
長
に
就
任
。
以
来
、
産
業
課

長
、
公
民
館
長
、
総
務
課
長
な
ど
を

歴
任
し
た
。

• • 

舎
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
1
贈
る

入
学
児
童
の交

通
安
全
訴
え

A
T
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、

3
月
ね
日
新
入
学
児
童
へ
と
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ

l
w
人
分
を
教

育
委
員
会
に
寄
贈
し
た
。
色
は

黄
色
。

「
学
児
安
全
」
の
文
字

入
り
の
ビ
ニ

ー
ル
製
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
カ
バ
ー
に
は
、
万

一
何
事
故
者
に
保
険
金
が
出
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
死
亡
、

両
眼
失
明

5
万
円、

一
腕
一
脚

切
断

3
万
円
、
親
指
切
断
1
万

円
が
で
る
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
ク
ラ
ブ
事

業
と
し
て
毎
年
続
け
て
お
り

「
こ
れ
に
よ
っ
て
児
童
が
交
通

事
故
か
ら
守
ら
れ
れ
ば
。
」
と

話
し
て
い
た
。

ランドセルカバーを手わたすライオ
ンズクラブ安西さん大和谷さん。

こ
の
増
築
工
事
が
、

7
月
1
日
か

ら
着
工
、

ロ
月
初
日
で
完
成
し
た
。

こ
の
祝
賀
会
が

3
月

M
日
町
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
町
長
、
議
会
議
員
、
神

丘
地
区
、
福
祉
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
関
係
者
、
親
の
会
、
学
校
関
係

者
な
ど
、

間
名
を
招
い
て
開
催
し
た
。

施
設
は
、

1
億

4
干
4
百
万
円
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
、
市
平
方
メ

ー
ト
ル
、
居
室
叩
室
増
、
食
堂
、
サ

ン
ル
ー
ム
の
充
実
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
定
員
叩
名
が
初
名
に
。
職
貝
お

名
が
鈎
名
と
な
っ
た
。

初
名
増
は
、
高
齢
者
、
老
化
園
生

と
重
複
障
害
を
持
つ
悶
生
.
生
き
が

い
に
つ
な
が
る
作
業。

地
域
と
の
交

日
年
に
収
入
役
に
選
任
さ
れ
、

今
日
ま
で
今
金
町
の
金
庫
番
を

務
め
て
き
た
。

地
方
自
治
体
へ

の
奉
仕
活
動
、

ω年
の
長
き
に

わ
た
る
。

4
月
M
日
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
す
る
。

流。

園
生
の
意
志
を
尊
重
し
た
、
ゆ

と
り
あ
る
生
活
が
で
き
る
施
設
に
な

っ
た
の
で
は
。

園
生
が
光
リ
太
散
で
歓
迎

、• • 

仁宇25t五コ

r安全運転お願い Lます」呼ぴ晶、け
る今金保育所、小百合保育園の園児
たち

新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
訴
え

役
場
職
員
若
者
サ
ー
ク
ル
mu

人
が
「
私
た
ち
は
こ
ん
ど
一

年

生
」
内
積
断
幕
を
広
げ
て
主
催
。

警
察
署
員
や
役
場
交
通
係
の
協

力
を
得
て
、

3
月

n日
役
場
前

国
道

2
3
0
号
線
沿
で
運
動
を

展
開
。今

年
、
新
入
学
児
童
の
今
金

保
育
所
白
人
、
小
百
合
保
育
園

M
人
が
参
加
し
た
。
「
安
全
運

転
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
交
通

安
全
旗
を
手
に
し
て
、
畑
山
台
あ

ま
り
の
車
に
テ
y

y
ュ
、
ガ
ム

を
配
り
呼
び
か
け
た
。
可
愛
い

呼
び
か
け
に
運
転
者
も
ニ
ソ
コ

リ
、
和
や
か
な
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ン
で
し
た
。

1
 

4
 

〔

町
広
報
紙
に
ご

意
見
、

ご
希
望

が
あ
り
ま
し
た

ら
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

可/

舎倉町@輔窟晶
男爵いもの r3キロ詰めJ と手軽なカラー

ボックスができま した。

おみやげに、ご贈答品にご利用ください。

ご希望の方は、農協デパー トか事務所に連

絡してください。 農協から

公庫資金の融資制度が改善

口食品貸

13年以内
O基準貸付利率 ............. 年5.5%

※ごキ目談は窓口まで
干040 函館市豊川町20-9 

国民金融公庫函館支庖

電話(0138)23-8291へ

付 4.500方向。普通貸付 ー 3.500万円

運転 7年、設備10年以内

0特定設備資金 ー 4.500万円

20年以内
O経営改普 貸付 ...............450方向

運転 3年、設備 5年以内

1
 

5
 

〔



ふりヲブ道品tAt，，-t ... 
炉 、事

アイスベール30個寄贈.

4
H
ク
ラ
プ
は
、
白
年
で
初
周
年

を
迎
え
た
。
昨
年
日
月
却
日
祝
賀
会

を
開
催
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て

3

月
M
日
町
民
セ

ン
タ
ー
に
ア
イ
ス
ベ

ー
ル
を
寄
贈
し
た
。

新
保
健
婦
さ
ん
就
任

橋

本

千

示

子

さ

ん

(η)
函
館
市
出
身

2女4人家族

O 型

双子座

巳年

家族

血液型

星座

12 支

1 • • 

車
京
都
立
大
学
教
段
む
理
学

夫婦で子育て

子
供
の
年
紛

が
い
〈
つ
で
あ

っ
て
も
.
子
供

に
と

っ
て
も
っ

と
も
身
近
主
人

の
中
に
税
は
入

り
ま
す
。
子
供

に
と

っ
て
判
明
は

と
ん
な
意
味
を
も

っ
た
人
で
し
ょ

弓
f
力
。自

分
の
世
話
を
し
て
〈
れ
る
人
、

す
十
そ
ば
に
い
る
お
手
本
、
レ
レ

友
述
、
対
抗
す
る
目
棟
、
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
以
上
の
五

つ
の
な
峠
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
子
供
の
成
長
に
と
も
な
っ

て
大
体
ニ
の
順
序
で
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
移
行
は
明
艇
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
同
時
に
一
一つ
以
上
の

本
昧
を
も

っ
た
存
在
て
あ
る
ニ
と

も
あ
り
ま
す
。

詫

摩

武

俊

山
話
を
し
て
〈
れ
る
人
.
こ
れ

は
説
明
す
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
。
食
事
.
衣
服
の
着
脱
・
沈
滞
、

通
園
・
通
学
の
世
話
な
E
、
自
分

を
保
秘
し
て
く
れ
る
税
の
姿
で
す
。

ニ
の
附
則
の
親
の
愛
が
大
き
く
、

-
T
供
に
喜
び
を
も
っ
て
接
し
て
い

寄
贈
は
、
初
周
年
記

念
と
町
民
セ
ン
タ
ー
の

利
用
機
会
が
多
い
こ
と

か
ら
、
感
謝
の
意
味
を

含
め
た
も
の
で
あ
る
。

現
有
会
貝
は
初
名
。

独
身
男
性
が
主
的
グ
1

ル
プ
で
あ
る
。
少
な
い

会
貝
で
の
運
営
。
農
業

後
継
者
で
な
く
て
も
良

い
と
の
こ
と
。
「
特
に
、

女
性
会
員
を
募
集
し
て

い
る
。
」
と
の
こ
と
。
女
性
会
員

の
入
会
に
よ
っ
て
催
し
、
事
業
企

画
な
ど
を
検
討
し
た
い
と
高
松
会

長
は
話
し
て
い
た
。

仁新入学児童、園児を | 

実通事故から守ってください」

交通安全のしつけ

保護をしっかりと

町の保健指導係として、 4月1日

から勤務。前任者、吉倉さんが都合

により退職したので、その後任者と

して着任した。

橋本さんは、今年、北海道立衛生

学院 (札幌市)を卒業固趣味は、音

楽、美術鑑賞、読書などである。高

校時代は弓道、初段の腕前である。

今後、スキー、パトミントンをや

りたいとのこと。 r一日も早〈今金

になれたい。親しみのある保健婦に

なりたいo J と話していた。これか

ら各家庭を訪問します。温かく迎え

てください。

第
三
の
い
い
友
述
と
レ
う
の
は

チ
供
が
や
や
成
長
し
て
か
ら
の

・-

と
で
す
。
年
婦
や
性
別
を
超
え
て
、

気
ご
ニ
み
の
分
か
っ
た
相
手
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
レ
う
関
係
に

な
り
ま
す
。
怠
児
の
対
立
も
、
妥

協
で
き
な
レ
見
解
の
相
違
も
あ
り

ま
す
が
、

一つ

の
問
題
に

つ
い
て

北
通
の
附
心
を
も
て
る
-
』
と
が
強

ま
し
い
の
で
す
。

子
供
が
税
と
阿

子
供
か
ら
み
た
親

る
と
、
子
供
の
気
持
ち
は
安
定
し
、

親
に
対
す
る
信
頼
が
つ
く
ら
れ
ま

す
。
判
明
は
年
長
の
人
と
し
て
、

2

葉
の
つ
か
い
方
、
他
人
に
対
す
る

態
度
、
日
物
の
仕
方
、
料
理
、
遊

び
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
教

え
る
と
い
う
構
え
が
な
く
て
も
税

の
生
活
の
仕
方
そ
の
も
の
が
子
供

に
は
お
手
本
に
な
り
ま
す
。
趣
味

や
人
生
観
に
も
ニ
の
-
』
と
は
あ

ら

わ
れ
ま
す
。

入
林
に
あ
た
っ
て
の
ー
ー
グ
お
願
い
グ

野
山
へ
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
森
林
、
財
産
保

護
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

。
水
気
と
り
扱
い

だ
さ
い
.

火
気
と
り
あ
っ
か
い
に
充
分
注
意
し
て
く

じ
考
え
、
閉
じ
生
活
態
度
で
あ
れ

ば
少
し
も
進
歩
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
な
欲
が
望
ま

れ
ま
す
。
衝
突
し
、

対
立
す
る
日
棋
と
し

て
の
親
の
存
在
も
大

切
で
す
。
心
の
よ
り

ど
、
』
ろ

t
し
て
の
税

は
‘
王
に
干
供
臼
封

が
成
人
し
て
か
ら
の

• • 
こ
と
で
す
。
脱
が
亡
く
れ
ゆ

っ
た

の
ち
に
も
統
き
ま
す
。
州
折
し
た

り
凶
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、

判
明
の
ニ
と
を
思
い
山
し
、
こ
ん
な

と
き
自
分
の
税
は
E
う
す
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。
税

に
対
し
て
溢
か
な
感
怖
を
も
っ
て

い
る
場
合
に
の
み
吋
能
で
す
。

f
供
の
心
の
中
に
あ
る
判
明
の
保

は
子
供
の
成
長
と

t
も
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
.
そ
し
て

い
い
税
と

い
う
の
は
時
に
応
じ
て
、
前
記
の

五
つ
の
役
割
を
干
供
に
示

L
、州市

た
す
』
」
と
の
て
き
る
人
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

O
草
木
を
大
切
に
ゴ

ミ
な
ど
は
山
に
捨
て
な
い
で
持
ち
帰
る

な
ど
自
然
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

0
国
有
林
内
に
入
る
と
き
は
、
担
当
区
、
営
林
署
に
届
け
で
を

し
て
く
だ
さ
い
.

O
熊
対
策
迷
い
防
止
に
携
帯
ラ
ジ
オ
を
持
参
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
.

今
金
営
林
暑
か
ら

。装備品を確認する

O登山計図書を提出する

家族、勤務先、学校、所属山

岳会や最寄りの警察にも提出し

てくた'さい。

北桧山警察署から

「伝統を明日へのカに一一赤十字」
霊山事故に注意を f

気候、装備、計画在確がめて
さんから拠出していただく事業資金によって赤十字が全国各地てー行っている災害救護、

日
間
闘
岡
山

支えられています。巡回診療、献血などの各種事業は、毎年みな

O山行計画をよ く検討する

O単独登山はやめる

O 日程に余裕をとる

O気象状況を確認する
日赤北海道支部から

〕B
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圃
自画
ア
メ

ア
イ
っ
て
何
だ
ろ
う
? 

縄ヰh

豊
か
な
緑
や
さ
わ
や
か
な
空
気
、

美
し
い
街
並
み
や
歴
史
的
な
雰
囲
気

に
触
れ
芝
と
き
、
わ
た
し
だ
ち
は

ω

に
や
す
ら
ぎ
や
潤
い
を
感
じ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
身
の
ま
わ

り
の
快
適
環
魔
を
「
戸
メ
二
テ
ィ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
戸
メ

二
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
が
、
健
康
の

維
持
や
増
進
、
精
褐
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
な
ど
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
最
近
、
特
に
注

目
を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

六
月
五
白
か
ら
始
ま
る
「
環

涜

週

間
」
を
前
に
、
わ
だ
し
だ
ち
の
ま
わ

り
の
環
境
を
改
め
て
見
つ
め
、
ど
う

す
れ
ば
も
っ
と
戸
メ
二
テ
ィ
を
高
め

る
こ
と
ガ
で
き
る
か
、
み
ん
な
で
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

• • 
1
l
夫
宣
伝
景
尭
ま

-

E

脚
咋

L
ι
J
n
M問
吋

d
'
+
b司

E
'
b
.

，，，，

「
ー
つ
く
り
上
げ
る
も
の

イ
ギ
リ
ス
の
v
H
郁
ロ
ン
ド
ン
を
初
も

め
て
訪
れ
た
人
は
、
落
ち
着
い
た
雰

間
気
の
街
並
み
と
公
闘
の
盟
か
な
緑

が
調
和
す
る
美
し
さ
に
目
を
兄
張

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の

ロ
ン
ド
ン
の
街
も
、
数
斗
・
年
前
ま
で

は
.
工
場
か
ら
出
る
騒
音
や
汚
水
の

に
お
い
、
道
路
に
椛
ま
れ
た
ゴ
ミ
の

山
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。士
引
名

な
"
ロ
ン
ド
ン
の
将

H
b
.
そ
の
実

態
は
工
場
の
煤
突
か
ら
川
き
出
さ
れ

る
煙
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
と
で
す
。

世
界
て
初
の
産
業
革
命
は
、
人
々

に
物
質
的
な
引
か
さ
と
便
利
さ
を
も

た
ら
し
た
半
前

ニ
の
よ
う
な
劣
悪

な
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
い
た
の
て

す。
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
急
速
な
経

済
成
長
は
、
数
十
年
の
聞
に
祉
会
を

大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
所
得
水

準
は
高
ま
り
、
余
暇
時
聞
が
地
え
る

な
ど
、
人
々
の
生
活
は
全
般
的
に
向

上
し
ま
し
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
美

し
い
自
然
平
静
付
吾
な

E
の
快
適
な

環
境
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
b
併

定
で
き
ま
せ
ん
。

経
済
社
会
が
発
展
し
、
成
執
化
し

つ
つ
あ
る
い
革
、
わ
た
し
た
ち
が
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
に

}_.........-~.-._-~-----~-ヤ~-~.........--へ---~)ー 数行で行

) アメニティ (Amenity)は「快適さ、警ぱ )方事政す政環
Jで〈が。の境

}しさ(Pleasantness)Jと同義語であり、 } 、あや硲仕づ

1その語源はラテン語のアマ レ(Amar巴=住りらか事〈
、民まねにとり

i愛する)にさかのぼるとされています。 )ー すぱ公忠と

) また、イギリスの識者によると、「適切なも )人 。な北わい
) し句取れう
}人かな業カ?と

li一円=ティの一一「 jp:ZL
I )うそとじよカ・

; 」一言葉の由来I~'? I l快 のはりう 〈

}テ ー し 前らど (I"Jうさが缶は第す で泌
iのが適切なところにあること (Theright ィ致て地邸lなはにな b けの自 ー ニた きな

thing in th巴right口|白C巴)Jと定義され jZ野長吉t1-T長:517EtJri i震
(ています。つまり、わたしたちの生活環境在 (~且しの住えばた除感うす拾のと ， 1;1:' 1¥.づ

{すて 三 民るなしいを るて放いア、 ノ
{備成する自然や施設、歴史的・文化的伝統な {るニ者 tでらたて与歩 こ を 置 わメィ、 ら
;どが、互いに他を生かし合うようにバランス jFそ-Z主ifE:、2雪ふbttz t 4 
iがとれ、その中で生活するわたしたちとの閏 {す其をやうア人情もで第いぱすイも ぎ

;に真の調和が保たれているときに生じる好ま ; 。字TE -fx!22ニ、 子 ifjZ2 r 
iしい感覚のことを、アメニティといいます。 ! メ介 、 手ヵτ動械の すに空れめ な に

...，.; ニ，'そ ィゃな杯1よ。 心きにるく は

身
の
ま
わ
り
の
環
筑
の
快
適
さ

{
ア
メ
号
プ
ィ
)
を
求
時
、
つ
く
り

上
げ
て
い
〈
司
」
と
が
望
ま
れ
る
の
で

す。

日
付
訂
〕

• • 

〕B
 

〔

一1
緑

や

水

を

中

心

と

し

た

環

境

の

整

備

一

一

清
仁
つ
か
な
水
平
美
し
い
線
、
身
近
が
来
的
で
す
。

一

一
な
小
動
物
と
の
品
れ
あ
い
は
わ
た

特
に
都
市
や
そ
の
問
辺
の
地
域
で

一

一
し

た

ち

の

心

に

叩

と

り

と

や

す

勺

ぎ

は

、

臼

然

と

ふ

れ

あ

え

る

場

を

柿

紙

一

一
を
与
え
て
〈
れ
ま
す
。
し
カ
し
残
念

的
に

つ
く
り
上
げ
て
い
〈
こ
と
が

ボ

一

一
な
ニ
と
に

そ
の
よ
う
な
肝
ま
し

い

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

一
環
境
は
、
急
速
な
経
済
成
長
が
進
む

V
自
然
遊
歩
道
や
街
路
樹
を
増

や

し

、

一

一
中
で
、
次
第
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の

緑
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

一

一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一

…

同

国

骨

骨

…

…

掛

川

判

明

川

崎

圃

…

一3
快

適

な

都

市

・

生

活

空

間

の

創

出

・

4
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
・
行
動
ル
ー
ル
を

十
巾
街
地
な
ど
で
は
、
人
工
的
に
作

な

ど

は

、

街

の

景
観
を
よ
り
よ
く
-
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
う
人
々
の

F巴
鷲

舟

ろ

う

一

一
ら
れ
る
建
築
物
や
広
告
看
板

E
が

す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

圃
日
常
生
活
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
、

L

ι

κ

は
片
v
g

一
生
活
環
境
の
良

L
悪
し
に
大
き
な
協

V
ブ
ロ

ッ
ク
塀
を
生
け
垣
に
替
え
る
圃
ば
し
ば
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

h
吸
副
司
M
4
1
J
H

哀
を
及
ば
し
ま
す
。
-
の
よ
う
な
人
こ
と
は
快
適
な
環
境
づ
く
り
と
圃
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
の

生

コ

d
u
iぽ
ゴ

一

一造
物
五
秩
序
に
作
ら
れ
る
こ

4
2
5
2な
〈
、
防
災
面
で

圃
活
態
度
を
見
直

L
、

環

境

に

配

慮

し

ぷ

内

eFι
一

一
見
直
し
、
調
和
が
と
れ
、
潤
い
の
感
の
安
全
性
を
高
め
ま
す

0
.

た
生
活
溜
慣
や
行
動
ル

l
ル

を

確

立

¥

た

は

時

%

ぷ

哨

州

附

J

一

一
じ

ら

れ

る

生

活

空

間

を

創

出

し

て

い

庁

、

品

E
J一

E-一
目

し

た

レ

も

の

で

す

。

く

ヨ

ι
，

/t
1
1

一
き
た
い
も
の
で
す
.

引

い

よ

一一

三

園

V
リ
ン
吉
有
洗
剤
を
使

っ
た
り

、

食

な

要

素
の

一
つ
で
す
。
お
互
い
が

e

V
電
柱
申
電
線
を
地
下
に
埋
め
れ
ば
、

A
U
3
ξ
~
圃

べ

物

の

残

り

を

下

水

に

流

し

た

り

近

隣

騒

音

の

発

生

源

に

な

ら

な

い

一

一
都
市
空
間
は
思
い
の
ほ
か
、
広
く

J
H
W
VF
叱
明
彫
トト

圃

し

て

、

必

要

以

ょ

に

水

を

汚

さ

な

よ

う
在
意
し
ま
し
ょ
う
.

一

一

な

る
も
の
で
す
。
ま

た

、

広

告

物

出

J

れ
れ
V
以

圃

い

よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
学
晶

一

一
の
規
制
や
建
築
物
の
色
彩
の
統

一

e
w
qeaa刊
圃

マ

静
け
さ
は
、
快
適
な
環
境
の
重
要
げ
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

「
l
i
-
-
圃

圃

ア

メ

=

テ

ィ

っ

て

何

だ

ろ

う

?
i
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
i
i
l
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L
け

V
水
辺
の
あ
る
公
園
や
パ

i
ド

・サ

ン
ク
チ
ユ
ア
リ

(
野
鳥
の
聖
域
)

で
は
、
野
生
の
小
動
物
と
中
れ
あ

え
ま
す
。

-v
市
民
農
園
や
家
庭
菜
園
で
土
に
親

し
み
ま
し
ょ
う
。議

2
良
好
な
自
然
環
境
の
保
全

人
M
の
都
市
集
中
や
、
そ
れ
に
伴

う
開
発
に
よ

っ
て、

品
川
町
な
自
然
が

失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
身
近
に
あ

る
臼
棋
を
保
護
し
、
蛸
極
的
に
よ
み

が
え
ら
せ
て
い
〈
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。

-v
海
岸
、

序
な
開
発
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
.

V
ホ
タ
ル
や
カ
ブ
ト
ム

シ
な
ど
の
野

生
動
物
や
昆
虫
が
襟
め
る
よ
う
な

環
境
を
つ
〈
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

樹
木
に
鳥
の
巣
箱
を
取
り
付
け
た

り
、
川
に
ア
ユ
や
サ
ケ
の
椎
魚
を

放
流
し
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
な

ア
メ
ニ
テ
ィ
活
動
で
す
。

可

H
、
森
林
な
ど
を
無
秩

ア
メ
ニ
テ
ィ
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
わ

た
し
た
ち
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

手
が
け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

地
威
で
行
う
ア
メ
ニ
テ
ィ
活
動
を
体
系
づ

け
る
と
、
大
き
く
次
の
五
つ
の
柱
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
五
つ
の
柱

の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
と
、
そ
こ
で
実
際
に
で

き
る
活
動
を
考
え
て
み
ま
レ
た
。

5
歴
史
的
価
値
の

保
存

地
域
の
断
史
的
泣
雌
や
主
化
の
丹

り
は
、
地
域
判
会
へ
の
愛

n
t感
じ

さ
せ
‘
郷
仁
愛
を
は
十
〈
む
た
め
に

不
可
欠
で
す
。
地
山
崎
の
円
相
凶
恨
の
質
を

高
め
る
た
め
に
も
‘
岡
山
史
的
な
佃
仙

の
あ
る
も
の
を
保
存
L

前
附
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

V
遺
跡
や
歴
史
的
な
構
築
物
は
地
域

の
宝
で
あ
り
、
そ
の
保
存
は
地
域

の
人
々
が
代
々
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
と
い
え

まー
し
ょ
‘
っ
。

ま
た
、
身
近
な
公
園
や
道
路
を
清

掃
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
環
境
美

化
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

-v
廃
棄
物
を
活
用
し
た
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。



V
家

庭

の

コ

ー

ナ

ー

必ず安全怠車問距躍をとるようにしてください。

なお、車筒距穏を十分とっていても、前方やそ

の究の邑動車の動きに達意していIJけれほ、結果

的に必要IJ車問距磁をとっていないことと同じに

なりま章。

業路面が珊れていてすべりやすいときの車問臣蔵は、

二白1.5惜から 3惜〈らい必要に主ります。

空走距離=ドライパーが危険を感じて、ブレーキを踏

み、プレーキが実際にきき蛤めるまで走る

距離

割勘距樟=プレーキがきき詰めてから車が停止するま

での距離

組組露鼠晶曾白書園鶴蛤・高速道路緬

俊診を受けて明るい家庭づくり⑤月号

みんなの
安
全
な
車
間
距
離

ブ
レ
ー
キ
の
過
信
は
禁
物

高速道路での安全な車問距践の目安は、 般的

に走っている速度の叡亨をメ トル1こ換えだ距離

だといわれています。でZすから時速100キロのとき

は1C旧メ トル、筒速00キロのときは00メートルに

怠りま守。

「思にも100メ トルも車問桓磁をとらなくても、

オレの腕ならその半分の距障で十分J などと患っ

ている人はいませんか。

.図を男てくださし。スピードガ出れば出るほど

空走距離に比べて制動距離ガのびているのガわ力

ります(※言葉の愚昧は図の説明を善照)。

空走距離を縮めるには、ブレーキ在踏むまでの

筒聞を早く草ればよいので菅ガ、制動距離は、ど

んIJI宣術を優っても距磁を短くefること1<1できま
せん。 IJぜなら、すで巳ブレーキを踏み終え、あ

とは車ガJt苦るのを疋だ待つeけの1式態だからで

す。ですからuオレの腕なら Hという害え方ガ

通用しないのです。高速道路で[晶、腕Hを過信世ず、• • 
、、手
J
4
9料
理
で
う

f
ゐ

wd引
引
例
制
I
F

梅
雨
ガ
近
づ
く
と
八
百
屋
さ
ん
の
図
乾
い
た
品
き
ん
で
、

后
先
巳
は
青
梅
が
顔
を
出
し
ま
す
。

気
を
ふ
き
と
り
ま
す
。

真
っ
青
で
み
ず
み
ず
し
い
膏
梅
は
、
園
保
存
び
ん
に
、
梅
ク
ラ
ニ
ュ
ー

夏
の
お
れ
ガ
近
い
こ
と
を
告
げ
て
く
糖
、

焼
酎
を
入
れ
ま
す
。

れ
る
も
の
。
こ
の
時
期
ガ
梅
酒
作
り

の
季
節
で
す
。

苦
か
ら
、

「
侮
酒
は
梅
雨
入
り
前

梅
干
し
は
梅
雨
入
り
後
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
時
を
逃
さ
ず
巳
、
新
鮮

怠
青
梅
で
梅
酒
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

-つ
。(

材
料
・
で
き
あ
が
り
量
二
且
)

V
膏

梅

一

同

-vグ-
7
ニュ
l
糖

四

0
0
1
五

O
O
g

v
焼
酎
(
ア
ル
コ
ー
ル
分

三

五

度

)

一

・

八

t

v
四

t
の
保
存
び
ん

温
度
変
化
の
少
な
い
暗
い

場
所
に
一
か
月
以
上
お
く

図
し
っ
か
り
品
た
を
し
直
射
日
光

の
当
た
し
つ
な
い
、
温
度
変
化
の
少
な

粒
の
そ
ろ
っ
た
、
虫
食
い
や

傷
の
な
い
梅
を
選
ぶ

窃邸恋冒留守

でで ⑤ 

号、J
信組窪侍易号

日
梅
は
虫
食
い
や
傷
が
な
〈
、
粒
が

そ
ろ
っ
て
レ
る
も
の
、
緑
色
が
濃
く

か
た
い
も
の
を
選
び
ま
す。

回
て
い
、
ね
い
に
水
洗
い
し
ま
す
。

図
竹
串
で
、
舶
を
と
り
除
‘
君
、
ざ
る

に
あ
げ
ま
す
(
イ
ラ
ス
ト
参
附
山
。

い
場
所
に
お
き
ま
す
(
イ
ラ
ス
ト
参

附山
。

回

一
か
月
た
て
ば
飲
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、

一
年
以
上
お
レ
た
ほ
う

が

こ
〈
が
で
て
お
い
し
〈

い
た
だ

け
ま
す
。• • 

項 目 出ていただ〈方
実施

時 問 対象地区 実施会場 備 考
する日

① 一般相綴 全 1主 民 z日明) 10:00-15:00 全地区 老人福祉センター 健康相談・保健指導

11 11 9日(11) 11 11 町民センター 11 

11 11 16日(11) 11 11 老人福祉セ〆ター 11 

11 11 23日(11) 11 11 町民センター 11 

11 11 30日(11) 11 11 11 11 

② 妊(母婦親学相級談) 妊 婦の方 10日t地 受付時間
11 11 瞳毘、血雄横査指、子導昔歯、体科重指割導定

12:45-13:15 陸型、保檀栄華

③ 乳児相談 生後 12日t村 11 
11 11 保健指導

6、9ヶ月児 9 :30-10:00 

④ l歳6ヶ月児健診
生後1.7成 12日(11)

11 
11 11 医強師診導察、歯科診療、

lι歳児 12・30-13:00 栄折、保健指導

⑤ 
ツベルタリン

市街地幼児 18日仲4 市街地 11 
反応検査 11 :00-12:00 

下各地小学区校l幼、2年児生 24日(大) 神丘λ小束13回一 下地区 事金11丘小'1、豊束田小、
小まで 原、、八小

土各地小学区校l幼、2年児生 25日付申
極川小13凹ー

上 11 
極川小、中里小、

花石小まで 花石小

⑥ 
Yベルクリン判定

市街地幼児 20日幽
受付時間

市街地 町民セン ター
B C G接感 12:30-13:20 

下地区幼児
26日附 神丘λ小東13:00- 下地区

神金丘小、豊λ田小、
各小宇控l、2年生 小まで 原小、 東小

土各地小学区校l幼、2'1'児生 27日幽
硯川小13:00-

上 11 
極川小‘中里小、

花石'1、まで 花石小

⑦ 育児講座 3 ヶ月 児 19日嗣
受付時間

身体計測、保健指導
9 :30-10:00 

4、7、10、月
全地区 町民セノター

身体計制、蝿瞳指導、医師によ
乳児健診

11 

12ヶ児 12:30-13日D る監察、歯科指導、神桂芋

③ 股脱健診
2ヶ月と 25日 23日明日 11 今金保健所 コ関節X線写真

以上町乳児 13:00-14:00 

⑨ 無巡 医回 地診 療区 1地2聞春日井 31日(j()
受付時間 皇国 盟国生活館 診療干ヰ目 内科

区住民 14:00-15:00 白井地区

〕0
 

1
 

〔

@Jのイラスト
回
怖
の
実
は

一
年
た
っ
た
ニ
ろ
に
取

り
出
し
ま
す
。

日
本
酒
で
つ
く
る
と

ま
ろ
や
か
な
昧
に

日
本
酒
を
使
っ
て
も
ま
ろ
や
か

な
タ
y
チ
の
梅
酒
が
で
き
ま
す
。
梅

一
旬
に
日
本
制

0
・
九
4
、
グ
ラ
ニ

ュ
l
拙竺
=ハ〉
O
i
五
O
O
g
を
人
れ

ま
す
。
中
止
は
一
か
月
半
で
ひ
き
上
げ

ま
す
。
グ
ラ
ニ
ュ

l
械
は
最
初
一一一O

O
g
程
度
入
れ
、
あ
と
は
実
を
取
り

出
す
と
き
に
好
み
で
加
減
し
ま
す
。

な
お
、
日
本
酒
は
二
級
泊
で
十
分
で

す。

電話 場所
日

簡

時

函館 ⑦ 瀬 6 5 
2 棚月月

地 2 町 8 11 
方 3 民日 日
裁 9 セ~ー

判番ン 午
所 タ f長
カ冶 13:30 
ら

16:30 
ま
て日

を
訪
問
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。明

る
く
住
み

m日
(
火
}
衛
生
指
導
目

こ
の
目
、
衛
生
委
員
が
皆
様
の
家
庭

家
庭
内
外
を
消
潔
に

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
缶
を
無
く
し
て

『
明
る
く
き
れ

〕1
 

1
 

〔

白
日
{
日
}
空
き
缶
ゼ
口
の
日

て
く
だ
さ
い
/

い
な
町
づ
く
り
』
に
あ
な
た
も
参
加
し



突通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談|こ応じております

5月の体日当番匿
岩 IUJ 医院(今金) 宮②0057
平 病院(北桧山)宮③5011
出回 医院(今金) 宮②0324
今金 町 国 保 病 院 合②0221
北桧山国保病院 倉④5321
惜崎病 院 ( 瀬 棚) ft⑦3021
今 金町国保病院 官②0221
砧回医院(今金) 宮②0324

ロM

ロM
悶
u
口
u
目
M

ロM

口一日ロ
M

1
3
4
5
8
5
2
9
 

1

2

2

 

午前9時半~午後4時40分(平日)

土曜日は正午まで(第2・第3主曜日は体みます)

。専門の相談員ガ親身に怠ってご相談こ応じます

O弁橿士相続日毎週木曜日午後1時-4時

社団法人日本損害保険協会

札幌自動車保険請求相談センター
札幌市中央区北一条西 3-3-22 

札幌東京海上ピル3階

札幌調査事務所内

宮011-251-373H直通)011-222 -3331 

電話のご相談もお受けします

長女)日の出町

長女)昭和町

長女) 日 進

長女)八 束

2女)大手n町

4男)布l' 丘

今今や住民の動態今や令
3 月末現在

同j月j吋上七

人口

男

女

世帯数

(隆彦九

(吉司な

(尚紀、

(恭政さん

(美芳さん

(輝雄さん

図おたんじようおめでとう
lず か

l~V害、 3 月 18 日

長量、3月23日

麻女、3月25日

22介、3月27日

結子'~Á 3月31日

経粉、4月3日

井

野

四

国

谷

藤

天

日

金

古

市

安

f 
周排水での遊びに気をつけて

先月号で 「佐藤敏秀三J r稲垣 ミヨ子、」 と

あり まし たが、 「佐瀬敏秀さんJ r稲垣ミヨ子江J

のEFLりですので訂正お詫びします。

5月カ、ら使

用がいしになりますので幼児童の事故

のないよう充分気をつけてください。

今金土地改良区から

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

f
L
M閉
②
O
T
A
l
q
番

い危固いつまでもおしあわせに

彩ーさん(昭和町)=工藤 忠弘(北桧山)

克己な(金 原)=須甲美智子さん(北桧山)

裕ーな(花石)=柴回まゆみさん(媒拘)

秀幸弘(東町)ニ大平幸伎な(花石)

利孝弘(鈴金)=向井芳子三(住吉)

うf赤川

% 西宮

%横山

う{，木南

う{.木聖子

農業用の用排水施設が、

八東

京町

緑町

末広町

歳

歳

歳

歳

。o
q
o
n
u
n
U

7

5

8

 

圏おくやみもうしあげます

3月31日

4月4日

4月14日

4月16日

松木 三松 丸

近藤 平日干さん

中間 .wmp，ん

熊 沢周 太郎丸

自動車をお持ちのみなさんへ

「自動車税の納期限，~ • ..r5月31日Jl
納税は、納期内にすませてください。

内線272・355

1
 

2
 

1
 

〔

電話 0138-51-9111函館市五稜郭町26番 8号=渡島支庁税務部徴収課=

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


